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(57)【要約】
【課題】光源を共有して簡単な構成を有する表示装置を
提供する。
【解決手段】閉状態において筐体２が有する光源２７を
発光させ、筐体１が有する液晶パネル１３が画像を表示
し、筐体２が有する液晶パネル２３が全光透過となるよ
うにそれぞれ制御する。光源２７からの光は、画像を表
示する液晶パネル１３を通って外部ディスプレイウィン
ドウ１２から外部へと伝達される。また、開状態におい
て光源２７を発光させ、液晶パネル２３が画像を表示す
る。光源２７からの光は、画像を表示する液晶パネル２
３を通ってディスプレイウィンドウ２１から外部へと伝
達される。よって、ディスプレイウィンドウ２１側及び
外部ディスプレイウィンドウ１２側に画像を表示するた
めの光源を一つの光源２７で共有でき、簡単な構成を有
する表示装置を実現できる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の液晶パネルを有し、前記第１の液晶パネルを一方側から視認でき、外部から前記
第１の液晶パネルの他方側へと透光する第１の筐体と、
　所定の方向において相互に対向する第２の液晶パネル及び光源を有し、前記光源が前記
第２の液晶パネルを介して前記第１の液晶パネルと対向しない第１の位置関係と、前記所
定の方向において前記光源が前記第２の液晶パネルを介して前記第１の液晶パネルと前記
他方側から対向する第２の位置関係とが、前記第１の筐体に対して採用される第２の筐体
と
を備える、表示装置。
【請求項２】
　前記光源は、
　前記第２の位置関係が採用される場合に前記第１の液晶パネルと対向し、前記所定の方
向に沿って透光し、当該方向に垂直な方向に導光する導光板と、
　前記導光板の端部に設けられる発光素子と
を有し、
　前記第２の筐体は、
　前記第２の位置関係が採用される場合に前記導光板を介して前記第１の液晶パネルと対
向する反射板
を更に有する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　第１の液晶パネルと、
　前記第１の液晶パネルに対して所定の方向で対向して当該方向に透光し、当該方向に対
して垂直な方向に導光する導光板と、
　前記導光板の端部に設けられる発光素子と
を有し、前記第１の液晶パネルを導光板側から視認でき、導光板と反対側の外部から前記
第１の液晶パネルへと透光する第１の筐体と、
　相互に対向する第２の液晶パネル及び反射板を有し、前記第１の液晶パネルが前記第２
の液晶パネルに対向しない第１の位置関係と、前記所定の方向で前記導光板が前記第１の
液晶パネル及び前記第２の液晶パネルを介して前記反射板と対向する第２の位置関係とが
、前記第１の筐体に対して採用される第２の筐体と
を備える、表示装置。
【請求項４】
　前記第１の筐体は、
　前記所定の方向において前記導光板を介して前記第１の液晶パネルと対向する半透過性
の反射板
を更に備える、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２の位置関係が採られる場合に前記第１の液晶パネル又は第２の液晶パネルが所
定の画像を表示する、請求項１乃至４のいずれか一つに記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第２の位置関係が採られる場合に前記第１の液晶パネル及び前記第２の液晶パネル
が所定の画像を表示する、請求項１乃至４の何れか一つに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、特に互いの位置関係が変化可能に結合された２つの筐体を有
する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　特許文献１には、両面表示が可能な液晶表示装置が開示されている。具体的には、液晶
表示装置は、液晶パネルと、液晶パネルの両側に配置された光源とを備えている。一の光
源が発光しているときに、ユーザは、液晶パネルに対して当該光源の反対側から、液晶パ
ネルに表示された画像を見ることができる。光源が液晶パネルの両側に配置されているの
で、ユーザは液晶パネルに対して両側から画像を見ることができる。
【０００３】
　そして、２つの筐体が回動可能に結合された折りたたみ式携帯電話機のうち、一つの筐
体にこの液晶表示装置が搭載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－９２０４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の液晶表示装置は液晶パネルの両側に光源を備えてい
るため、液晶表示装置が大型化し、折りたたみ式携帯電話機の一つの筐体に搭載した場合
に、構造が複雑になり携帯端末の大型化を招いていた。
【０００６】
　そこで、本発明は、光源を共有した簡単な構成を有する表示装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明にかかる表示装置の第１の態様は、第１の液晶パネルを有し、前記第１の液晶パ
ネルを一方側から視認でき、外部から前記第１の液晶パネルの他方側へと透光する第１の
筐体と、所定の方向において相互に対向する第２の液晶パネル及び光源を有し、前記光源
が前記第２の液晶パネルを介して前記第１の液晶パネルと対向しない第１の位置関係と、
前記所定の方向において前記光源が前記第２の液晶パネルを介して前記第１の液晶パネル
と前記他方側から対向する第２の位置関係とが、前記第１の筐体に対して採用される第２
の筐体とを備える。
【０００８】
　本発明にかかる表示装置の第２の態様は、第１の液晶パネルと、前記第１の液晶パネル
に対して所定の方向で対向して当該方向に透光し、当該方向に対して垂直な方向に導光す
る導光板と、前記導光板の端部に設けられる発光素子とを有し、前記第１の液晶パネルを
導光板側から視認でき、導光板と反対側の外部から前記第１の液晶パネルへと透光する第
１の筐体と、相互に対向する第２の液晶パネル及び反射板を有し、前記第１の液晶パネル
が前記第２の液晶パネルに対向しない第１の位置関係と、前記所定の方向で前記導光板が
前記第１の液晶パネル及び前記第２の液晶パネルを介して前記反射板と対向する第２の位
置関係とが、前記第１の筐体に対して採用される第２の筐体とを備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明にかかる表示装置の第１の態様によれば、同じ光源からの光により、第１の位置
関係が採用される場合には第２の液晶パネルが光源とは反対側から、第２の位置関係が採
られた場合には第１の液晶パネルの一方側から、ぞれぞれ視認できる。
【００１０】
　本発明にかかる表示装置の第２の態様によれば、同じ光源からの光により、第１の位置
関係が採用される場合には第１の液晶パネルが導光板と反対側から、第２の位置関係が採
られた場合には第２の液晶パネルが導光板側から、それぞれ視認できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、適宜に図を参照して、本発明に係る実施の形態を説明する。なお、同一符号は
同一または相当部分を指し、重畳する説明は省略する。
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【００１２】
　（実施の形態１）
　本発明にかかる実施の形態１の表示装置について説明する。表示装置としては、例えば
携帯用のゲーム機、携帯電話機、携帯用の情報機器などが挙げられる。図１及び図２は、
実施の形態１にかかる表示装置の概念的な外観斜視図である。図１は表示装置が閉じた状
態（閉状態）を示し、図２は表示装置が開いた状態（開状態）を示している。
【００１３】
　表示装置は、筐体１と、筐体２と、ヒンジ３とを備えている。筐体１と筐体２は、相対
位置が変化可能に結合されている。具体的には、筐体１と筐体２はヒンジ３により互いに
回動可能に結合されている。なお、ヒンジ３は必ずしも必須要件ではなく、その他の態様
でも構わない。
【００１４】
　筐体１は、外部ディスプレイウィンドウ１２と、ディスプレイウィンドウ１１とを備え
ている。筐体２はディスプレイウィンドウ２１を備えている。
【００１５】
　ディスプレイウィンドウ１１は閉状態における筐体２側の面で筐体１に設けられており
、ディスプレイウィンドウ２１は閉状態における筐体１側の面で筐体２に設けられている
。即ち、閉状態においてディスプレイウィンドウ１１，２１は所定の方向（図１，２にお
いて方向Ｚ：以下、方向Ｚと呼ぶ）について対向する。
【００１６】
　外部ディスプレイウィンドウ１２はディスプレイウィンドウ１１と反対側の面で筐体１
に設けられている。
【００１７】
　図３は図１に示す表示装置のｚ’－ｚ”断面の概念的な構成図である。筐体１は、液晶
パネル１３をその内部に備えている。筐体２は、液晶パネル２３と、光源２７と、反射パ
ネル２５とをその内部に備えている。なお、図３においてはヒンジ３を省略して示してお
り、以下で参照するその他の図面についても同様である。
【００１８】
　液晶パネル１３はディスプレイウィンドウ１１と外部ディスプレイウィンドウ１２との
間でこれらと対向して配置されている。なお、この筐体１は、液晶パネル１３を外部ディ
スプレイウィンドウ１２側から視認でき、外部からディスプレイウィンドウ１１を介して
液晶パネル１３へと透光することができる。
【００１９】
　液晶パネル１３の構成は詳述しないが簡単な構成、機能を述べると、液晶パネル１３は
液晶が２つの透明基板に挟持されて成り、複数の画素を有している。そして、各画素に応
じて液晶に電圧を印加して、当該画素を通過する光の偏光状態を制御することで透過率を
制御し、以って画像を表示する。
【００２０】
　液晶パネル２３、光源２７、反射パネル２５はディスプレイウィンドウ２１から方向Ｚ
ににおいてこの順で配置されて相互に対向している。なお、図２も参照して、開状態とは
液晶パネル１３と液晶パネル２３が対向しない状態であると把握でき、図３を参照して、
閉状態とは所定の方向Ｚにおいて光源２７が液晶パネル２３を介して液晶パネル１３と対
向する状態であると把握できる。
【００２１】
　液晶パネル２３は液晶パネル１３と同様に自身を通過する光の透過率を制御することで
画像を表示する。
【００２２】
　光源２７は少なくともディスプレイウィンドウ２１側へと光を射出する。例えば光源２
７は、ＬＥＤ２６と、導光板２４とを備えている。ＬＥＤ２６は、導光板２４のうち方向
Ｚに略垂直な方向についての端面に設けられている。導光板２４は液晶パネル２３に対し
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て方向Ｚで対向して当該方向Ｚに透光し、当該方向Ｚに垂直な方向に導光する。具体的に
は、反射パネル２５側若しくは液晶パネル２３側から入射された光を透光させ、ＬＥＤ２
６から発光された光の少なくとも一部をディスプレイウィンドウ２１側へと導いて面発光
させる。
【００２３】
　反射パネル２５は光源２７から入射された光を光源２７側へと反射する。なお、反射パ
ネル２５は閉状態である場合に方向Ｚにおいて液晶パネル２３及び導光板２４を介して液
晶パネル１３と対向している。また、実施の形態１においては反射パネル２５は必須の要
件ではないが、後述するように画像の輝度を向上することができる。
【００２４】
　液晶パネル１３，２３、光源２７は、図４に示すように、例えば制御部１００によって
制御される。制御部１００は筐体１，２のいずれに設けられてもよく、また例えば液晶パ
ネル１３を制御する機能を筐体１に、液晶パネル２３、光源２７を制御する機能を筐体２
にそれぞれ分割して設けてもよい。
【００２５】
　続いて、本表示装置が画像を表示する際の制御部１００の動作について説明する。具体
的には、閉状態において外部ディスプレイウィンドウ１２側に画像を表示する場合、開状
態においてディスプレイウィンドウ２１側に画像を表示する場合について説明する。図５
は制御部１００の動作を示すフローチャートである。
【００２６】
　まず、ステップＳ１１にて、制御部１００は表示装置が開状態か閉状態かを判断する。
この判断は、例えば閉状態に限って導通するメカニカルスイッチの導通状態を認識するこ
とで実行される。
【００２７】
　ステップＳ１１にて閉状態であると判断した場合（つまり、外部ディスプレイウィンド
ウ１２に画像を表示する場合）、ステップＳ１２にて、制御部１００は光源２７（より具
体的にはＬＥＤ２６）を発光するように制御する。
【００２８】
　ステップＳ１３にて、制御部１００は、液晶パネル１３の各画素毎に所望の電圧を印加
して所望の画像を表示するように制御する。
【００２９】
　ステップＳ１４にて、制御部１００は液晶パネル２３が全光透過（透過率が最大）とな
るように各画素に所定の電圧を印加して制御する。なお、電圧を印加しない場合に液晶パ
ネル２３が全光透過となる場合は、液晶パネル２３に電圧を印加しない。
【００３０】
　なお、ステップＳ１２～Ｓ１４の実行は同時又は互いに前後してもよい。つまり、所定
の期間内にステップＳ１２～Ｓ１４の全てが実行されればよい。
【００３１】
　次に、制御部１００がステップＳ１２～Ｓ１４を実行した場合の光源２７からの光の経
路を図６を参照して説明する。図６は図３の構成図に光源２７からの光の経路を付記した
図である。
【００３２】
　ＬＥＤ２６から射出された光の一部は導光板２４によってディスプレイウィンドウ２１
側（例えば経路Ａ参照）へと導かれ、液晶パネル２３、ディスプレイウィンドウ２１，１
１、液晶パネル１３、外部ディスプレイウィンドウ１２をこの順で通って外部へと伝達さ
れる。
【００３３】
　このように光源２７からの光が、画像を表示する液晶パネル１３を通過して外部ディス
プレイウィンドウ１２から外部へと伝達するので、ユーザは外部ディスプレイウィンドウ
１２を介して画像を見ることができる。
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【００３４】
　また、ＬＥＤ２６から射出された光の他の一部は導光板２４から反射パネル２５側（例
えば経路Ｂ参照）へと導かれ、反射パネル２５によって光源２７側へと反射される。反射
された光は導光板２４、液晶パネル２３、ディスプレイウィンドウ２１，１１、液晶パネ
ル１３、外部ディスプレイウィンドウ１２をこの順で通って外部へと伝達される。即ち、
反射パネル２５によって、画像を表示する液晶パネル１３を介して外部ディスプレイウィ
ンドウ１２から伝達される光量が増えるので、外部ディスプレイウィンドウ１２を介した
画像の輝度を向上できる。
【００３５】
　再び図５を参照して、ステップＳ１１にて開状態であると判断した場合、ステップＳ１
５にて、制御部１００は光源２７（より具体的にはＬＥＤ２６）を発光するように制御す
る。
【００３６】
　ステップＳ１６にて、制御部１００は液晶パネル２３が所望の画像を表示するように制
御する。
【００３７】
　なお、ステップＳ１５，Ｓ１６の実行は同時又は互いに前後してもよい。つまり、所定
の期間内にステップＳ１５，Ｓ１６が実行されればよい。
【００３８】
　次に、制御部１００がステップＳ１５，Ｓ１６を実行した場合の光源２７からの光の経
路を図７を参照して説明する。図７は、図２におけるｚ’－ｚ’’断面の概念的な構成図
に光源２７からの光の経路を付記した図である。
【００３９】
　ＬＥＤ２６から射出された光の一部は導光板２４によってディスプレイウィンドウ２１
側（例えば経路Ｃ参照）へと導かれ、液晶パネル２３、ディスプレイウィンドウ２１をこ
の順で通って外部へと伝達される。
【００４０】
　このように光源２７からの光が、画像を表示する液晶パネル２３を通過してディスプレ
イウィンドウ２１から外部へと伝達するので、ユーザはディスプレイウィンドウ２１を介
して画像を見ることができる。
【００４１】
　また、ＬＥＤ２６から射出された光の他の一部は導光板２４から反射パネル２５側（例
えば経路Ｄ参照）へと導かれ、反射パネル２５によって光源２７側へと反射される。反射
された光は導光板２４、液晶パネル２３、ディスプレイウィンドウ２１をこの順で通って
外部へと伝達される。よって、反射パネル２５によって、画像を表示する液晶パネル２３
を介してディスプレイウィンドウ２１から伝達される光量が増えるので、ディスプレイウ
ィンドウ２１を介した画像の輝度を向上できる。
【００４２】
　以上のように、筐体２側の同じ光源２７を用いて、開状態ではディスプレイウィンドウ
２１側から画像を視認でき、閉状態では外部ディスプレイウィンドウ１２側から画像を視
認できる。つまり、ディスプレイウィンドウ２１側及び外部ディスプレイウィンドウ１２
側に画像を表示するための光源を一つの光源２７で共用することができる。よって、簡単
な構成で表示装置を実現でき、以って表示装置の小型化に寄与する。
【００４３】
　また、本表示装置においては、開状態においてディスプレイウィンドウ１１側、外部デ
ィスプレイウィンドウ１２側に画像を表示することもできる。なお、開状態においていず
れのディスプレイウィンドウに画像を表示するかは、例えば図示せぬ操作部を介したユー
ザ入力によって制御部１００が認識できる。あるいはディスプレイウィンドウ１１，２１
などにタッチセンサパネルを採用したときには、それらの操作入力によって制御部１００
が認識してもよい。
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【００４４】
　より具体的には、ステップＳ１５，１６に代えて、制御部１００は液晶パネル１３が所
望の画像を表示するように制御する。
【００４５】
　このとき、例えば太陽光や室内光などの外光が外部ディスプレイウィンドウ１２、液晶
パネル１３、ディスプレイウィンドウ１１をこの順で通って外部へと伝達される（例えば
図７における経路Ｅ参照）。このように外光が、画像を表示する液晶パネル１３を通過し
てディスプレイウィンドウ１１を介して外部へと伝達されるので、ユーザはディスプレイ
ウィンドウ１１を介して画像を見ることができる。
【００４６】
　また外光はディスプレイウィンドウ１１、液晶パネル１３、外部ディスプレイウィンド
ウ１２をこの順で通って外部へ伝達される（例えば図７における経路Ｆ参照）。このよう
に外光が、画像を表示する液晶パネル１３を通過して外部ディスプレイウィンドウ１２を
介して外部へと伝達されるので、ユーザは外部ディスプレイウィンドウ１２を介して画像
を見ることができる。
【００４７】
　なお、一般的にユーザが視認する側から入射される外光は、ユーザとは反対側から入射
される外光に比べて輝度が高いので、例えばディスプレイウィンドウ１１が主として用い
られる場合には、液晶パネル１３と外部ディスプレイウィンドウ１２の間に半透過パネル
１５（半透過性の反射板：図７において破線で示す）を配置してもよい。この場合、輝度
が高い外光がディスプレイウィンドウ１１、液晶パネル１３を通った後に半透過パネル１
５によって一部が反射され、再び液晶パネル１３、ディスプレイウィンドウ１１を介して
外部へと伝達される。よって、ディスプレイウィンドウ１１の画像の輝度を向上しうる。
【００４８】
　なお、本実施の形態においては、ステップＳ１３にて液晶パネル１３が画像を表示し、
ステップＳ１４にて液晶パネル２３が全光透過となるように制御されていたが、ステップ
Ｓ１３にて液晶パネル１３が全光透過となるように制御され、ステップＳ１４にて、液晶
パネル２３が所望の画像を表示するように制御されてもよい。
【００４９】
　また、ステップＳ１３にて液晶パネル１３が所望の画像を表示するように制御され、ス
テップＳ１４にて液晶パネル２３も所望の画像を表示するように制御されてもよい。この
場合であっても、光源２７からの光は液晶パネル１３，２３を介した上で、外部ディスプ
レイウィンドウ１２を通って外部へと伝達される（図６参照）。このとき、例えば液晶パ
ネル１３が第１の画像（例えば任意の背景画像）を表示するように制御され、液晶パネル
２３が第２の画像（例えば時計表示画像）を表示するように制御されている場合、ユーザ
は外部ディスプレイウィンドウ１２を介して第１の画像と第２の画像が重ね合わされた画
像（例えば背景画像と時計表示画像を重ね合わせた画像）を見ることができる。
【００５０】
　従って、電子演算処理によって第１の画像データと第２の画像データを重ね合わせるこ
となしに、光学的に第１の画像と第２の画像を重ね合わせて表示することができる。ひい
ては、演算回路を簡単にすることができる。
【００５１】
　（実施の形態２）
　本発明に係る本実施の形態２の表示装置について説明する。実施の形態２に係る表示装
置の概念的な外観斜視図は図１，２と同一である。
【００５２】
　図８は図１に示す表示装置のｚ’－ｚ”断面の概念的な構成図である。筐体１は、液晶
パネル１３と、半透過パネル１５と、光源１７とをその内部に備えている。筐体２は、液
晶パネル２３と、反射パネル２５とをその内部に備えている。
【００５３】
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　光源１７は外部ディスプレイウィンドウ１２と液晶パネル１３との間に配置されており
、少なくとも液晶パネル１３側へと光を射出する。例えば、光源１７は、ＬＥＤ１６と、
導光板１４とを備えている。ＬＥＤ１６は、導光板１４のうち方向Ｚに略垂直な方向につ
いての端面に設けられている。導光板１４は液晶パネル１３に対して方向Ｚで対向して当
該方向Ｚに透光し、当該方向Ｚに垂直な方向に導光する。具体的には、導光板１４は液晶
パネル１３側若しくは外部ディスプレイウィンドウ１２側（後述する半透過パネル１５側
）から入射された光を透光させ、ＬＥＤ１６から発光された光の少なくとも一部を液晶パ
ネル１３側へと導いて面発光させる。
【００５４】
　半透過パネル１５は光源１７と外部ディスプレイウィンドウ１２との間に配置されて、
方向Ｚにおいてこれらと相互に対向している。半透過パネル１５は透過性の反射板である
。具体的には光源１７側から入射した光の一部を光源１７側（即ち液晶パネル１３側）へ
と反射させ、残りの一部を外部ディスプレイウィンドウ１２側へと透過させる。
【００５５】
　なお、図２も参照して、開状態とは液晶パネル１３と液晶パネル２３が対向しない状態
であると把握でき、図８を参照して、閉状態とは方向Ｚにおいて導光板１４が液晶パネル
１３及び液晶パネル２３を介して反射パネル２５と対向する状態であると把握できる。
【００５６】
　液晶パネル１３，２３、光源１７は、図９に示すように、例えば制御部１０１によって
制御される。制御部１０１は筐体１，２のいずれに設けられてもよく、また例えば液晶パ
ネル１３、光源１７を制御する機能を筐体１に、液晶パネル２３を制御する機能を筐体２
にそれぞれ分割して設けてもよい。
【００５７】
　続いて、本表示装置が画像を表示する際の制御部１０１の動作について説明する。具体
的には、閉状態において外部ディスプレイウィンドウ１２側に画像を表示する場合、開状
態においてディスプレイウィンドウ１１側に画像を表示する場合について説明する。図１
０は制御部１０１の動作を示すフローチャートである。
【００５８】
　まず、ステップＳ２１にて、制御部１０１は表示装置が開状態か閉状態かを判断する。
この判断は、例えば閉状態に限って導通するメカニカルスイッチなどにより開状態か閉状
態かを判断する。
【００５９】
　ステップＳ２１にて閉状態であると判断した場合（つまり、外部ディスプレイウィンド
ウ１２に画像を表示する場合）、ステップＳ２２にて、制御部１０１は光源１７（より具
体的にはＬＥＤ１６）を発光するように制御する。
【００６０】
　ステップＳ２３にて、制御部１０１は、液晶パネル１３の各画素毎に所望の電圧を印加
して所望の画像を表示するように制御する。
【００６１】
　ステップＳ２４にて、制御部１０１は液晶パネル２３が全光透過（透過率が最大）とな
るように各画素に所定の電圧を印加して制御する。なお、電圧を印加しない場合に液晶パ
ネル２３が全光透過となる場合は、液晶パネル２３に電圧を印加しない。
【００６２】
　なお、ステップＳ２２～Ｓ２４の実行は同時又は互いに前後してもよい。つまり、所定
の期間内にステップＳ２２～Ｓ２４の全てが実行されればよい。
【００６３】
　次に、制御部１０１がステップＳ２２～Ｓ２４を実行した場合の光源１７からの光の経
路を図１１を参照して説明する。図１１は図８の構成図に光源１７からの光の経路を付記
した図である。
【００６４】
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　ＬＥＤ１６から射出された光の一部は導光板１４によって液晶パネル１３側（例えば経
路Ｇ参照）へと導かれる。そして、液晶パネル１３、ディスプレイウィンドウ１１，２１
、液晶パネル２３をこの順で介した後に反射パネル２５によって反射され、再び液晶パネ
ル２３、ディスプレイウィンドウ２１，１１、液晶パネル１３、導光板１４、半透過パネ
ル１５、外部ディスプレイウィンドウ１２をこの順で介して外部へと伝達される。なお、
半透過パネル１５を入射した光の一部が外部ディスプレイウィンドウ１２を通って外部へ
と伝達される。
【００６５】
　また、ＬＥＤ１６から射出された光の他の一部は導光板１４によって半透過パネル１５
側例えば経路Ｈ参照）へと導かれ、この導かれた光のうち更にその一部が半透過パネル１
５によって光源１７側へと反射される。そして、導光板１４を介して液晶パネル１３側へ
と導かれ、経路Ｅと同様に外部ディスプレイウィンドウ１２を通って外部へと伝達される
。なお、半透過パネル１５は必須の要件ではないが、後述するディスプレイウィンドウ１
１側の画像の輝度を向上することができる。
【００６６】
　即ち、光源１７からの光が、画像を表示する液晶パネル１３を通っているので、ユーザ
は外部ディスプレイウィンドウ１２を介して画像を見ることができる。なお、本実施の形
態２においては、反射パネル２５は必須要件である。
【００６７】
　再び図１０を参照して、ステップＳ２１にて開状態であると判断した場合、ステップＳ
２５にて、制御部１０１は光源１７（より具体的にはＬＥＤ１６）を発光するように制御
する。
【００６８】
　ステップＳ２６にて、制御部１０１は液晶パネル１３が所望の画像を表示するように制
御する。
【００６９】
　なお、ステップＳ２５，Ｓ２６の実行は同時又は互いに前後してもよい。つまり、所定
の期間内にステップＳ２５，Ｓ２６が実行されればよい。
【００７０】
　次に、制御部１０１がステップＳ２５，Ｓ２６を実行した場合の光源１７からの光の経
路を図１２を参照して説明する。図１２は、図２におけるｚ’－ｚ’’断面の概念的な構
成図に光源１７からの光の経路を付記した図である。
【００７１】
　ＬＥＤ１６から射出された光の一部は、導光板１４によってディスプレイウィンドウ１
１側（例えば経路Ｉ）へと導かれ、画像を表示する液晶パネル１３、ディスプレイウィン
ドウ１１を通過して外部へと伝達される。よって、ユーザはディスプレイウィンドウ１１
を介して画像を見ることができる。
【００７２】
　また、ＬＥＤ１６から射出された光の他の一部は、導光板１４によって半透過パネル１
５側（例えば経路Ｊ）へと導かれ、半透過パネル１５によってその一部が光源２７側へと
反射される。そして、経路Ｇと同様に、画像を表示する液晶パネル１３、ディスプレイウ
ィンドウ１１を通過して外部へと伝達される。よって、半透過パネル１５によって、ディ
スプレイウィンドウ１１側に表示される画像の輝度を向上することができる。
【００７３】
　以上のように、筐体１側の同じ光源１７を用いて、開状態ではディスプレイウィンドウ
１１側から画像を視認でき、閉状態では外部ディスプレイウィンドウ１２側から画像を視
認できる。つまり、ディスプレイウィンドウ１１側及び外部ディスプレイウィンドウ１２
側に画像を表示するための光源を一つの光源１７で共用することができる。よって、簡単
な構成で表示装置を実現でき、以って表示装置の小型化に寄与する。
【００７４】
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　また、本表示装置においては、開状態においてディスプレイウィンドウ２１側、外部デ
ィスプレイウィンドウ１２側に画像を表示することもできる。なお、開状態においていず
れのディスプレイに画像を表示するかは、例えば図示せぬ操作部を介したユーザ入力によ
って制御部１０１が認識できる。あるいはディスプレイウィンドウ１１，２１などにタッ
チセンサパネルを採用したときには、それらの操作入力によって制御部１０１が認識して
もよい。
【００７５】
　例えばディスプレイウィンドウ２１側に画像を表示するときは、ステップＳ２５，２６
に代えて、制御部１０１は液晶パネル２３が所望の画像を表示するように制御する。
【００７６】
　このとき、例えば太陽光や室内光などの外光がディスプレイウィンドウ２１、液晶パネ
ル２３を通った後、反射板２５によって反射され、再び液晶パネル１３、ディスプレイウ
ィンドウ２１を通って外部へと伝達される（例えば図１２における経路Ｋ参照）。このよ
うに外光が画像を表示する液晶パネル２３を通過してディスプレイウィンドウ２１を介し
て外部へと伝達されるので、ユーザはディスプレイウィンドウ２１を介して画像を見るこ
とができる。
【００７７】
　また外部ディスプレイウィンドウ１２側に画像を表示するときは、ステップＳ２５，２
６に代えて、制御部１０１は液晶パネル１４が所望の画像を表示するように制御する。外
光はディスプレイウィンドウ１１、液晶パネル１３、導光板１４、半透過パネル１５、外
部ディスプレイウィンドウ１２をこの順で通って外部へと伝達される（例えば図１２にお
ける経路Ｆ参照）。このように外光が画像を表示する液晶パネル１３を通過して外部ディ
スプレイウィンドウ１２を介して外部へと伝達されるので、ユーザは外部ディスプレイウ
ィンドウ１２を介して画像を見ることができる。
【００７８】
　なお、筐体２が実施の形態１で述べた光源２７を更に備え、制御部１０１が光源２７を
制御する機能を更に有していてもよい。このとき、制御部１０１が図５に示すステップＳ
１５，１６を実行することで、光源２７を用いて開状態においてディスプレイウィンドウ
２１側に画像を表示することができる。また、このとき、制御部１０１は、外部ディスプ
レイウィンドウ１２側に画像を表示するために、ステップＳ２２～Ｓ２４に替えてステッ
プＳ１２～Ｓ１４を実行してもよい。
【００７９】
　なお、本実施の形態２においても実施の形態１と同様に、ステップＳ２３，Ｓ２４にて
液晶パネル１３が全光透過となるように制御され，液晶パネル２３が画像を表示するよう
に制御されてもよく、また、ステップＳ２３、Ｓ２４にて液晶パネル１３，２３の両方が
画像を表示するように制御されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】実施の形態１，２に係る表示装置の概念的な外観斜視図である。
【図２】実施の形態１，２に係る表示装置の概念的な外観斜視図である。
【図３】実施の形態１における閉状態での表示装置の概念的な断面図である。
【図４】実施の形態１における表示装置の電子回路の概念的な機能ブロック図である。
【図５】制御部１００の動作を示すフローチャートである。
【図６】図３の断面図に光源２７からの光の経路を付記した図である。
【図７】実施の形態１における開状態での表示装置の概念的な断面図に光源２７からの光
の経路を付記した図である。
【図８】実施の形態２における閉状態での表示装置の概念的な断面図である。
【図９】実施の形態２における表示装置の電子回路の概念的な機能ブロック図である。
【図１０】制御部１０１の動作を示すフローチャートである。
【図１１】図８の断面図に光源１７からの光の経路を付記した図である。
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【図１２】実施の形態２における開状態での表示装置の概念的な断面図に光源１７からの
光の経路を付記した図である。
【符号の説明】
【００８１】
　１，２　筐体、１１，２１　ディスプレイウィンドウ、１２　外部ディスプレイウィン
ドウ、１３，２３　液晶パネル、１４，２４　導光板、１５　半透過パネル、２５　反射
パネル、１６，２６　ＬＥＤ、１７，２７　光源。

【図１】

【図２】

【図３】
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像的光源可以共用一个光源27，结果，获得了具有简单构造的显示装
置。 Ž
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